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2-1．自由反応段階 Performance Proper  
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2-3．限界吟味段階1 Testing the limits 
 自由反応段階と質問段階は省略することの許されない最小限に必要な手続きであるのに対し、この段
階は時間的な余裕が乏しいとき、検査者が未熟であるとき、再検査の必要なときには省略されることが
ある（片口, 1987）。『新・心理診断法』を参考に、一般的に実施される限界吟味を表 1 にまとめる。 




人間運動反応 M 人間像 H を示しながら、そこに運動感覚を伴わない時に M 反応をどの程度示すこ
とができるかを明らかにする。 




公共（平凡）反応 P 公共反応が 4 つ以下である場合に、P をどの程度みることができるのかを知る。 


















                                                  
1 包括システムや RPAS に限らず，再テスト法を用いる場合には実施されないことがある。 









































































































































図 1 父親・母親イメージカード選択における全体構成 
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